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Consumer psychology and branding effect 







































ブル(P&G)は，2015年 7月 9日に，ヘアケア用品のウェラなど 43ものブランドを，香水メーカ


































































































ブランド価値：560億ドル／前年比：同%   旗艦ブランドCoca-Colaのアメリカ国内での販
売数量は，2014 年に 0.1%増えた．僅かな成長でも，母国で成長率がプラスとなったのは 2000
年以来初めてのことで，Coca-Colaにとって意義は大きいと業界誌「Beverage Digest」は書いて
いる．悪材料としては，昨年 Diet Coke の売上は 6.6%減少，純利益は 17%減少した．Warren 
Buffettが率いる Berkshire HathawayがCoca-Cola株の 9.3%を保有している． 
 
5位：IBM 
















ブランド価値：379億ドル／前年比：8%増   昨年は，Appleの iPhone 6や，中国のXiaomi
などの格安スマートフォンの台頭により，Samsungの急成長に陰りが見えた．Samsungは，新
モデル S6 の投入により，悪い流れを断ち切ろうとしている．同社はブランドイメージ向上のた
め，昨年は広告宣伝費に 38億ドルを費やした．この金額は，Appleの広告宣伝費の 3倍に上る． 
 
8位：Toyota 
ブランド価値：378億ドル／前年比：21%増   Toyotaは，世界で最も利益率の高い自動車ブ
ランドだ．リコール問題から立ち直り，昨年は 198億ドルの純利益を計上した．自動車販売台数










ブランド価値：365億ドル／前年比：54%増   ランキングの上位 100ブランドの中で，ブラ
ンド価値が最も増えたのはFacebookで，前年比 54%増だった．Facebookの 2015年 3月の一日
当りのアクティブユーザー数は 936万人で，83%はアメリカ国外からのアクセスだった．月間ア
クティブユーザー数は，14億 4,000万人に上る．Facebookは，動画再生でYouTubeの強力な競




ブランド価値：346億ドル／前年比：26%増   Disneyのアニメーション『アナと雪の女王』
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ブランド価値：291億ドル／前年比：17%増   AT&Tの 2015年第一四半期の解約率は業界
最低の 1.02%で，第一四半期としては過去最高の実績だった．AT&Tは最大のスポーツ協賛企業
の一つで，2014年のNBAチャンピオンであるSan Antonio Spursの本拠地，2014年のワール





ブランド価値：281億ドル／前年比：32%増   Amazon.comは創業 20年目に当たる昨年，
920億ドルの売上を記録した．投資銀行Bairdのリサーチアナリストは，Amazon.comの売上が











ブランド価値：276億ドル／前年比：2%減   世界最大のコンピュータネットワーク機器開発
会社であるCiscoは，CEOを 20年間務めた John Chambersが退任すると発表し，新しいトッ
プを迎えることになる．Chambersの元で，売上高は 10億ドルから 480億ドルに増えた．昨年
は，1億ドルを投じて，「Internet of Everything」に焦点を当てた広告キャンペーンを実施した． 
 
16位：BMW 










ブランド価値：268億ドル／前年比：4%増   Oracleを 40年前に創業した伝説的なCEOで









の契約を延長した．この契約は 2012年に締結し 2019年まで延長された． 
 
19位：Intel 
ブランド価値：258億ドル／前年比：8%減   Intelのブランド価値は 3年連続で減少した．





ブランド価値：247 億ドル／前年比：6%増   Wal-Mart はブラジル，チリ，カナダ，日本，



































ブランド価値：223 億ドル／前年比：4%増   Budweiser の販売量はアメリカ国内で減少を




つぎに，日本のインターブランド社が実施した，日本国内企業に限定した Japan Best Global 
Brands 2015 (日本のグローバルブランドTop30)の集計表を参考までに転載する． 
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+72%)，  Mazda(17位前年比+56%)，Bridgestone(11位 前年比+26%)が昨年に続き，非常に好
調であり，Top 30 ブランドの中で昨年比ブランド価値向上率でも上位 3ブランドとなっている．
これらに共通するのは，グローバルに広がる事業のあらゆる活動をブランド中心に変革している
ところにあり，海外の顧客からも特別なブランドとして支持され始めている．その他のブランド
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